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板
書
例 

１ 

読
む
前
に
・
第
一
段
・
第
二
段 

読
む
前
に 

・
「
待
つ
」
と
は
ど
ん
な
行
為
？ 

・
物
語
の
か
た
ち
に
注
目 

→

一
人
称
小
説 
「
私
」
の
視
点
で
進
む 

・
時
代
を
お
さ
え
よ
う 

→

「
大
戦
争
」
（
「
私
」
＝
「
二
十
歳
の
娘
」
） 

第
一
段 

「
誰
と
も
、
分
か
ら
ぬ
人
」
を
迎
え
に 

第
二
段 

誰
を
待
っ
て
い
る
の
か
？ 

・
人
間
で
な
い
か
も
し
れ
な
い 

・
人
間
が
嫌
い 

人
間
が
怖
い 

 

◆
「
私
」
の
変
化 

「
大
戦
争
」
前 

儀
礼
的
な
つ
き
あ
い
に
違
和
感
を
抱
く 

母
と
の
親
密
な
関
係
性
を
大
切
に
す
る 

「
大
戦
争
が
始
ま
っ
て
」
か
ら 

画
一
化
し
て
い
く
周
囲
に
不
安
と
孤
独
を
感

じ
る 

◆
「
大
戦
争
」…

「
（
十
七
年
一
月
）」 

→

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
・

真
珠
湾
攻
撃 

《
調
べ
て
み
よ
う
》 

 


